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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本稿では、アドホックネットワークについて話すと名義する
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
RTS,CTSともに電波到達範囲は隣接端末までとなっている
RTS,CTSに含まれている送信にかかる時間の情報からNAVというキャリアを認識し続ける区間が発生する
→これにより衝突を防ぐ
RTSを送信する前にはDIFSおよびバックオフタイムの待ち時間がありその後～


NAV (Network Allocation Vector)
RTS/CTSにはどのくらいの時間無線チャネルを占有するかが書かれている
各端末はそれに応じてNAV と呼ばれる無線チャネル用のタイマーを設定
端末はフレームに記載されている期間(NAV)だけ送信を禁止することにより衝突を防止する
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
端末Dは端末Cよりさらに遠隔にある端末です
この例以外にも、RTS同士が衝突してしまうなど、RTS,CTS,DATAが互いに衝突する可能性がある
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
11b.gではチャネルが被っているため使いづらい点がある。しかし11aではチャネルが整理されておりガードバンドが存在しているので利用できる。


SBT(Strong Busy Tone)ME&E A

e SBTEIZ
« ED—b—CDEREEEF ALK S L S O i R A Fi
95

* SBTZEZIELTzImRIEBEMN TSR
- BIERISSBTZZIEL TLRBLEE =S

A

Kk 5 X

SBT



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここで2倍に拡大したものをSBT2、3倍に拡大したものをSBT3とする
SBTを使用することで、RTS/CTSの課題であったようなCTSが届かなかった端末も制御することが可能となり
衝突を減らすことが出来る
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
SBTは電波であるため、一瞬で周辺端末に到達する。
SBTを3倍に拡大することで端末Dを制御可能となっている
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
グラフの説明(縦軸、横軸、どの線がどの方式のものか)をする
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
RTS/CTSやDATAを送信する際に必ず先頭につくデータとしてPLCP(physical layer convergence protocol)があります
最低速度＝ロングプリアンブル(18bitの場合)1Mbps
　　　　　　　ショートプリアンブル(9bit)
FCS
→受信したフレームの完全性を検査するために必要なシーケンス
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